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 開始し現在に至る。

 

 

六甲山魅力再発見市民セミナー 

市民セミナーVol.122 
シム記念摩耶登山マラソン
の歩みノ前田 康男 
2015 年 6 月発行 

主催：六甲山を活用する会 

協力：兵庫県立人と自然の博物館 

後援：神戸県民センター、灘区役所、神戸市教育委員会 

【助成金をいただいている機関】順不同 

大阪コミュニティ財団（東洋ゴムグループ環境保護基金）、 
コープこうべ環境基金、自然保護ボランティアファンド、

セブン-イレブン記念財団 

 

午前中の散策でシチダンカを鑑賞 

午前中は７名で「散歩道」の定期 

点検をしながら、自然散策しました。 

「まちっ子の森」でモリアオガエル 

の卵塊を確認し、六甲山ホテル駐車 

場では、植栽されたシチダンカを鑑 

賞しました。午後の講演には２６名 

が出席して賑わいました。 

郷土史情報収集家の本領を発揮 

前田 康男さんに初めて市民セミナーの講師をお願いし
ました。六甲山情報の収集に卓越され、これまで、昭和初期
の灘や六甲を紹介するイベントで顧問格としてお世話にな
ってきました。 

摩耶山のケーブル・ロープウェイを経営する神戸市の都市
整備公社が業績不振で撤退しかけたため、存続を求める住民
運動が高まりました。そのような経緯で摩耶山を活性化する
活動は盛り上がっています。前田さんは灘区のアイデアコン
テストに「シム記念摩耶登山マラソン」を提案して第１位に
なり、実行委員会の委員長も引き受けています。 

「シム記念摩耶登山マラソン」の基礎を固めた 

「摩耶山の山おこしのサンプルとして気楽に聞いてくだ
さい」と、「シム記念摩耶登山マラソン」を着想した背景を
説明されました。摩耶山の活性化のアイデア・コンテストに
応募する際に、人気のあるイベントを調べて、トレイルラン
ニングを取り上げ、そして神戸や摩耶山の歴史遺産を生かす
ことを考えたとのことです。 

１４３年前の明治５年に、旧居留地と旧天上寺の間で日本
最初の長距離ロードレースが行われました。居留地外国人の
スポーツ同好会「神戸レガッタ＆アスレチッククラブ」が実
施し、同クラブの創設者であるＡ．Ｃ．シム氏がロードレー
スで優勝しています。Ａ．Ｃ．シム はラムネの製造でも有
名で、防災ボランティアの先駆者でもありました。彼をもっ
と知って欲しいという理由で、「シム記念」と命名しました。 

講師：前田 康男さんプロフィール 

1947（昭 22）年、神戸灘区生まれ、年
齢67歳。中学高校時代は六甲山を遊び
場として育つ。大学及び社会人としての
約４０年間で集めた六甲山関連の資料
をもとに定年後、六甲山の歴史を纏め、
六甲山の歴史講演の他、六甲山がらみの
各種イベントで活動中。提案者兼実行委
員長として主催してきた「摩耶登山マラ
ソン」は今年３回目を迎える。194 

 第１２２回テーマ 

シム記念摩耶登山マラソン
の歩み 
●シム記念摩耶登山マラソンの 

着想 

●特色ある大会へのこだわり 

●「オール灘」の協力で開催が 

実現 

摩耶山を舞台にした長距離ロードレースの復活・再現を
目指して当時のコースを踏査した結果、青谷道が選定され
ました。参加賞もシムにこだわって、ラムネやＴシャツを
製作したり、イノシシ肉入りのカレーも開発しています。
灘区役所に実行委員会を設立し、地域の活動団体を巻き込
み、行政機関との連携を密に 

しています。 

２０１３年５月に第１回を 

終えて、２０１４年１２月に 

第２回を開催し、「シム記念 

摩耶登山マラソン」の基礎を 

固めることができ、２０１５ 

年１２月５日は第３回の開催 

を予定しています。そして、 

摩耶山の初冬の風物詩になる 

のを期待されています。 

初冬の風物詩に定着するのを期待します 

歴史上の出来事と現在のニーズを組み合わせ、「不易流
行」を絵に描いたような試みをされました。摩耶山の活性
化に「オール灘」を動員して新風を巻き起こしています。
このイベントが文化に育っていくかどうか興味津々です。 

※詳しくは次ページをお読みください。 
 

実施日：平成２７年６月２０日（土） 

     午前１０時～ １５時１５分 

場  所：六甲山自然保護センター、 

記念碑台・散歩道 

六甲山ホテルのシチダンカ 

昨年、「シム記念・摩耶マラソン」に 
参加しました。とても充実した大会だっ 
たので、その舞台裏のお話が聞けるとい 
うことでセミナーに参加しました。 
神戸の町と山を楽しみ尽した、異国の 

先人シムさんのように私も「神戸」を「 
六甲山」をもっと知ってさらに楽しみたいと思いました。
色んな「六甲山」の魅力を発見できるいいセミナーだ 

と思いました。 

 

参加の感想  岩田 晶子さん 

 

第２回大会スタート 
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濃地震」の際に現地に飛んだ、防災ボランティアの先駆
者でもあった。１９００年に亡くなり、東遊園地に顕彰
碑が建立された。 
●コースを検証：明治５年の 
ロードレースはどの道を登っ 
たのか、文献を調べたが見つ 
からなかった。当時の新聞「 
神戸クロニクル」に、「２６ 
０段の心臓破り」の記事があ 
る。これは旧天上寺の階段と 
推定される（実際は３３０段）。コースは確定できなか
ったが、「青谷道」を適切と判断してマラソンコースに
選択した。 

２．特色ある大会へのこだわり 

■摩耶登山マラソンの提案 
コースを決定して、シム記念や、摩耶山独自のものを

復活することにこだわって、提案を具体化した。 
●第１回は青谷道：交通事情 
から居留地スタートは無理と 
判断し、王子スポーツセンタ 
ーを出発して掬星台まで駆け 
上がるコースを提案した。警 
察の許可を得られず、受け付 
けは王子公園で、１５分歩き 
、妙光院前をスタートにした。 
●シムのラムネを復活：シムが製 
造したラムネを復活して参加者に 
提供することにした。当時のラム 
ネのラベルを探したが見つからず、 
ミネラルウォーターのラベルを参 
考に制作した。ガラスのラムネ瓶 
は製造している所がほとんどない 
ので業者に回収してもらって利用した。 
●地元のボランティアをお願い：１００人くらいのボラ
ンティアが必要だと考えた。相手の了解を得ないで、摩
耶山を守ろう会には飲食物のサービス、つくばね登山会
にはコース誘導などの担当を提案に入れた。 

３．「オール灘」の協力で開催が実現 

■実行委員会を立ち上げ 
灘区役所のまちづくり課で「シム記念摩耶登山マラソ

ン」実行委員会を設立し、区役所が事務局になって、関
係官庁との折衝など調整の中心役を果たした。 
●７団体の人選：実行委員会の人選が成功の大きな要因
になった。提案者の前田が初代の実行委員長、副委員長
はＡ．Ｃ．シムに因む「神戸レガッタ＆アスレチックク
ラブ」支配人。実行委員は、摩耶山再生の会・事務局長、
灘百選の会会長、つくばね登山会会長、摩耶山を守ろう
会会長、摩耶山観光文化協会会長で、いずれも地域活動

●シム記念摩耶登山マラソンの着想 

●特色ある大会へのこだわり 

●「オール灘」の協力で開催が実現 

 

市民セミナー 
１．あいさつ：１０：００～１０：１０ 
２．自然体験：１０：１０～１２：００ 
３．講演  ：１３：００～１４：３０ 
４．意見交換：１４：４０～１５：１５ 
 

第１２２回テーマ：シム記念摩耶登山マラソンの歩み 
 

第１２２回市民セミナーの流れ 

 

講演の経緯（前田 康男さん） 

■山おこしのサンプルとして聞いてください 
摩耶ビューラインは年間１億円も 

の赤字で都市整備公社の撤退が問題 
になりました。ケーブル・ロープウ 
エイの存続を求めて住民運動が起こ 
り、２０１１年に存続が決まりまし 
た。摩耶山の活性化に努力する活動 
が盛んで、この試みもその一つです。 

講演内容 

１．シム記念摩耶登山マラソンの着想 

■摩耶山の活性化、コンテストで１位 
２０１１年に摩耶山の活性化を図るアイデア・コンテ

ストがあり、応募して１１１提案中の第１位になった。
摩耶山に興味を持ってもらうことを考えて提案した。 
●トレランの着想：世の中で流行っている人気のあるイ
ベントに注目した。神戸マラソンは参加費１万円でも８
万人が応募している。全山縦走は４～５年前から申込に
徹夜で並ぶ人気になっている。平地を走るのと山歩きを
併せると「山を走る」。トレイルランニングの人気が高
まっている。「トレラン」をやったらいいと着想した。 
●摩耶山・神戸独自のもの：摩耶山には歴史遺産が数多
い。１４３年前の１８７２（明治５）年には、居留地と
旧天上寺の間で日本最初の長距離ロードレース（１４．
５ｋｍ）が行われた。しかも、１９０９年に開催された
神戸～大阪間の日本最初のマラソンよりも数十年早い。 
●Ａ．Ｃ．シムが活躍：長距離ロードレ 
ースでは、アレキサンダー・キャメロン 
・シムが１時間２３分３０秒でぶっちぎ 
りで優勝している。彼はスコットランド 
の人で、明治３年にＫＲ＆ＡＣ（居留地 
外国人スポーツ同好会「神戸レガッタ＆ 
アスレチッククラブ」、１４７年継続） 
を創設している。神戸のスポーツ界の基 
礎を築いたＫＲ＆ＡＣやＡ．Ｃ．シムを 
神戸の人にもっと知って欲しいので、「 
シム記念」と命名した。 

■日本最初のロードレースの再現 
明治５年に摩耶山を舞台に日本最初 

のロードレースが開催された。これを「 
シム記念摩耶登山マラソン」で復活・再 
現することにした。 
●Ａ．Ｃ．シムの偉業：シムは薬剤師の 
資格も持ち、居留地１８番で薬や化粧品 
を販売した。ミネラルウォーターやラムネの製造販売で
有名で、「１８番」のラベルはラムネの代名詞になった。 
居留地の自衛消防隊長を努め、「三陸大津波」や「北美

ラムネを持つ前田さん 

Ａ．Ｃ．シム 

東遊園地の 

顕彰碑 

旧天上寺の階段 

第１回集合の妙光院前 

参加賞のラムネ 

第１回スタートの合図 
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を支える有力な方々が集まった。実行委員会には関係す
る行政機関や、アドバイザーにも出席していただいた。 

■「オール灘」による協力 
「シム記念」と銘打ったの 

で、参加賞のラムネやＴシャ 

ツ製作、ＫＲ＆ＡＣへの参加 
要請、「シムギャラリー」の 
展示などを行った。これらを 
「オール灘」で進めた。 
●デザイン・チラシ制作：参加賞のＴシャツやラムネラ
ベルのデザイン、募集チラシのモデルや制作は、灘区在
住のデザイナーや参加者に依頼した。 
●摩耶山カレー：摩耶山を守ろう会 
は、六甲摩耶の名物としてイノシシ 
肉入り「摩耶山カレー」を開発した。 
肉の硬さと臭みは、「沢の鶴」の酒粕 
と「萩原珈琲」のコーヒーを添加する 
ことで解決した。 
●企業・団体の協賛：灘区に本社、支店、あるいは店舗
を持つ企業、団体にお願いし、１１企業・団体に協賛し
ていただいた。神戸新聞社、読売新聞神戸支局、ラジオ
関西、神戸商工会議所の後援もいただいた。 
●マスコミ広報：２０１３年２月以降、新聞各紙、ラジ
オ、神戸市広報誌、神戸市長定例記者会見等で広報した。 

■第１回の実績と第２回の変更 
第１回は参加者から良い評価を得て、次回開催の希望

も多かった。いくつかの変更点を加えて第２回を開催
し、基礎固めがやっとできた。 
●第１回の実績：２０１３年 
５月１１日（土）、小雨の中で 
第１回が開催された。応募者 
４６５名で参加者２４５名。 
ボランティア参加者は１２４ 
名になった。 
●平成２５年度・地域活動賞の受賞：神戸や摩耶山の歴
史を踏まえた摩耶マラソンの魅力を発信したことが評
価されて、９月２０日に相楽園会館で、「平成２５年
度・地域活動賞」を受賞した。 
●第２回の変更点と実績：受付とスタート地点を神戸高
校同窓会館に移し、コースは上野道に変更した。わくわ
くコースはチームランに名称変更した。２０１４年１２

市民セミナーVol.122 
シム記念摩耶登山マラソン
の歩みノ前田 康男 
2015 年 6 月発行 

 

◆参加者の声 
・素晴らしい内容でした。 
・アイデアは勿論、細部へのこだわりについての話が面白い。 
・イベントを催す大変さ、裏方さんの話は興味があります。 
・「シムマラソン」から、神戸の歴史も学べました。 
・色々とご苦労があるでしょうが、継続は力ですね。 

◆参加者：２６名（５０音順・敬称略） 
浅田 香織 天野征一郎 石原真紀子 伊谷 正弘 
岩田 晶子 岡  敏明 岡谷 恒雄 織田 泰史 
兼貞  力 黒田  拓 小代  薫 佐々木恵一
柴田 昭彦 杉田 憲治（奥さん・娘さん） 
田井 陽平 徳重 光彦 徳見 健一 堂馬 英二 
前田 康男 松本 大樹 麦林 敏雄 村上 定広 
森田  稔 柳田千惠子 

 

 

◆参考・配布資料など 

・レジュメ：「シム記念摩耶登山マラソン」～２年の歩み 
・パワーポイント：「シム記念摩耶マラソン」スライド 
・「シム記念摩耶登山マラソン」第１・２回チラシ 
・各種グッズ：Ｔシャツ、サイダーなど 
・参考資料：第９９回市民セミナー「六甲山とスポーツ
報告書／講師・高木 慶光氏 

 

前田 康男：まえだ やすお 

シム記念摩耶登山マラソン実行委員長 

〒657-0028 神戸市灘区森後町 3丁目 5-15 

携帯:090-1257-9441 

Email: yasumae22831@ezweb.ne.jp 

月６日（土）、寒い日に第２回が開催され、参加者３０
１名。ボランティア参加者は９９名（警察・消防除く）
になった。楽しく一体感があったと好評であった。 
 
 
 
 
 
 
 

出席者から一言 
◆黒田（マラソン参加者）： 第２回に参加し非常に楽し 

かった。大会のいわれを知って勉強になった。 

◆浅田（まちづくり課係長）：前任者に誘われて第1 回
と第２回にボランティア参加し、４月から配属になっ
た。提案者の熱意があってのことで、「いわれ・歴史を
マラソンに、マラソンからいわれ・歴史も知る」機会に
なる。事務局として委員長を支えたい。 

◆石原（小学同窓生）：第1 回と第２回に参加した。前
田さんはすごい熱心で頭が下がる。小学校の作文集をす
べてパソコンに入れるなど、何に対しても熱心なことを
改めて身近に感じた。 

◆小代（第１２１回講師）：布引のお茶屋さんの活用を
進めている。今日の話はトントン拍子で進んでいる。ど
のように壁を乗り越えられたか聞いてみたい。神戸の近
代史を研究しているが、市民のまちづくりの伝統が根づ
いていると思う。 

前田さんのまとめ 
「シム記念摩耶登山マラソン」の基礎固めができた段

階で、今後は初冬の風物詩になるのを期待しています。 

今年は１２月５日に去年と同じコースで実施します。
８月頃には募集要項やチラシができるので、ご参加の検
討をよろしくお願いします。 

事務局から 
前田さんが提案して実行委員長を引き受け、着実に見

事に「シム記念マラソン」を進められていると感銘しま
した。地域の歴史・文化に詳しく、六甲山を愛着してい
る前田さんならではの実践で、ライフワークだと思いま
す。周到に組織化し態勢づくりされましたが、一般の市
民が支えていけるものに熟成されることを願います。 

 

第１回のゴール地点 

第２回ゴール手前 第２回大会表彰式 


